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「2012 年５月期 第 1四半期連結業績概要」のお知らせ 

 

「平成 24 年５月期 第 1 四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」に関する補足説明の資料として、

添付の「2012 年５月期 第１四半期連結業績概要」をお知らせいたします。 

 

なお、本資料には、当社の現在の計画や業績の見通しなどが含まれております。これら将来の

計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が計画･予想したものであります。

実際の業績などは、今後の様々な条件・要素によりこの計画などとは異なる場合があり、本資料

はその実現を確約、保証するものではございません。 
また、本資料への公認会計士、監査法人の関与はございません。 

以 上 

会 社 名 ア ス ク ル 株 式 会 社

代 表 者 名 代表取締役社長 岩田彰一郎
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役 職 ･ 氏 名 財務・ＩＲ・広報 統括部長 
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2011年９月16日
アスクル株式会社

震災からの早期完全復旧を達成し
営業利益は計画を上回る進捗

～中期的な収益拡大にむけ新規事業は着実に損益改善～

2012年５月期 第１四半期連結業績概要
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（ご注意）
本資料には、当社の現在の計画や業績の見通しなどが含まれております。これら

将来の計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が計画･予想し
たものであります。実際の業績などは、今後の様々な条件・要素によりこの計画など
とは異なる場合があり、この資料はその実現を確約したり、保証するものではござい
ません。また、この資料への公認会計士、監査法人の関与はございません。

本資料における新規事業とは、「SOLOELエンタープライズ」「アスマル」「愛速客楽
（上海）」を指します。既存事業とは新規事業以外を指します。
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ⅠⅠ 現在のステージ現在のステージ

ⅡⅡ 第１四半期実績第１四半期実績

ⅢⅢ 各事業の状況各事業の状況

ⅣⅣ トピックストピックス
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～01/５期
（カタログビジネスモデルによる高成長）

02～04/５期
（基盤の磨き込み）

（億円）

売上高 ：棒グラフ（左目盛）
営業利益：折線（右目盛）

（億円）07～10/５期
（次世代ビジネス
モデルへの変革）

05～06/５期
（持続的成長）

11～13/５期

中期計画
（大きな飛躍）

２桁増収増益へ邁進
新中期計画は２Ｑ開示予定

（注） 97/５期までのデータは、プラス㈱

アスクル事業部としてのものであり、

公認会計士または監査法人による

関与はありません。

11/11/５５期第期第４４四半期開示四半期開示資料資料改訂改訂

第２成長期のスタート
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単体売上高

単体稼動アカウント数

単体ＳＫＵ数

商材拡大

売上高の相乗効果

お客様基盤拡大

業務統合
システム導入

※1995年５月期を１として指数化しておりま
す。

※稼動アカウント数とは、1ヶ月間に購買され
たお客様の口座数です。

※ＳＫＵとはＳｔｏｃｋ Keeping Unitの略で最小
在庫単位です。

※2011年５月11日アルファパーチェス商材
約４万SKUの販売をスタートしておりますが
期末日に近いスタートのため、11年５月期に
は反映しておりません。

東日本大震災

Ｗｅｂによる拡大期にいよいよ突入
11/11/５５期第期第４４四半期開示四半期開示資料資料改訂改訂

リーマンショック

アルファパーチェス
買収による効果

5

売上高はアルファパーチェスが年間を通じて連結される
（2011年５月期は５ヶ月）ことによる増収効果に加え、取扱
い商材の圧倒的な拡大により２桁成長を企図（増加額229
億円 伸率11.6％）

ローコストオペレーションによる販管費の削減を継続する
一方、拡大する商材の販売力強化のための販促費（増加
額約10億円）を投入

新規事業の営業損失額は黒字化に向け半減（約12億円）
の見込み

営業利益も２桁成長を企図

圧倒的なお客様基盤をベースとした商材の拡充により
今後の収益の源となるトップライン２桁成長を目指す

12/５期 連結業績見通しのサマリー
11/11/５５期第期第４４四半期開示四半期開示資料資料
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2012年５月期の数値目標

売上高2,200億円（+11.6%)
営業利益65億円(+21.3%)

2012年５月期の数値目標

売上高2,200億円（+11.6%)
営業利益65億円(+21.3%)

２桁増収増益へチャレンジ

中期的に２桁成長の継続と
営業利益率５％の回復を目指す

7

唯一未稼働となっていた仙台物流センターについても

７月28日に全面稼動
これにより「明日来る」「今日来る」サービスが完全復旧

現地のエージェントと従業員とともに、信頼回復に注力現地のエージェントと従業員とともに、信頼回復に注力

震災からの前倒し完全復旧
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連結業績予想の修正（９月１６日開示）

【修正理由】
主に、2011年５月期に見積もり計上していた災害損失について、2012年５月期第１四
半期に津波被害を受けた仙台物流センターが当初計画より前倒しで復旧を果たしたこ
とによって他センターにおける追加物流コストが減少したこと、および棚卸資産の評価
を見直したこと等によって、特別利益として災害損失戻入益513百万円を計上したため

営業利益・経常利益は計画を上回る進捗も
保守的に期初予想を据え置く

第２四半期累計連結業績予想

（単位：百万円） 修正前 修正後 増減額 増減率

売上高 104,700 104,700 ‐ ‐ 

営業利益 1,800 1,800 ‐ ‐ 

経常利益 1,760 1,760 ‐ ‐ 

当期純利益 385 900 ＋515 ＋133.8% 
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ⅠⅠ 現在のステージ現在のステージ

ⅡⅡ 第１四半期実績第１四半期実績

ⅢⅢ 各事業の状況各事業の状況

ⅣⅣ トピックストピックス
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売上高はアルファパーチェスの買収効果やWeb専用商材の拡
充により増収を達成し、計画通りの進捗

長期化を予想した震災による粗利ミックスの悪化等の影響が
想定内に収まり、売上総利益率は計画比で改善

一方、販管費はコスト削減活動により計画比で改善が進み、
結果、営業利益は予想を上回る実績

震災からの早期完全復旧等により災害損失戻入益を計上し、
当期純利益は前年同期比６倍超を確保

新規事業は中期的な収益拡大にむけ着実に損益改善

震災からの早期完全復旧を達成
収益計画は予想を上回る実績

12/５期 第１四半期連結業績のサマリー

11

百万円 ％ 百万円 ％ ％ 百万円 ％ 百万円

売上高 46,383 100 49,773 100 ＋ 7.3 ＋3,389 47.5 104,700

売上総利益 10,700 23.1 11,111 22.3 ＋ 3.8 ＋410 47.7 23,270

販管費 9,280 20.0 9,795 19.7 ＋ 5.6 ＋515 45.6 21,470

営業利益 1,419 3.1 1,315 2.6 △7.3 △104 73.1 1,800

経常利益 1,388 3.0 1,299 2.6 △6.4 △88 73.8 1,760

当期純利益 140 0.3 857 1.7 ＋ 510.2 ＋716 95.2 900

売上
比率

前年
同期比

前年
同期差

11/５期

第１四半期 第１四半期

12/５期

上期
進行率

第２四半期
累計期間

計画
（修正後）

金　額金　額
売上
比率

資産除去債務計上の影響
→８億円特別損失計上

災害損失戻入益
→５億円特別利益計上

第１四半期連結業績の概要

計画を上回る進捗
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第１四半期業績の主なポイント

売上高 497億円 前年同期差 ＋33.8億円
（対前年同期比 ＋7.3％）

【主な要因】アルファパーチェスの買収やWeb専用商材の拡充による効果

【今後の施策】新規商材投入の加速による成長率の向上

売上総利益 111億円 前年同期差 ＋4.1億円
売上総利益率 22.3％ （対前年同期差 △0.8ポイント）

【主な要因】売上高拡大に伴う売上総利益額の増加
※売上総利益率の低下は、震災による影響に加え、収益構造の異なるアルファパーチェス

の連結による（売上高販管費比率とのトレードオフ）

【今後の施策】歴史的円高を背景とした原価低減活動やＰＢ戦略の強化

販管費 97億円 前年同期差 ＋5.1億円
売上高販管費比率 19.7％ （対前年同期差 △0.3ポイント）

【主な要因】売上高拡大に伴う販管費の増加
※売上高販管費比率の低減は、ソフトウェア償却費減少の効果に加え、前述のアルファ

パーチェスの連結による

【今後の施策】お客様単価の改善（商材の認知度向上等）による変動費の効率化

震災の影響が残るも、前年同期並みの営業利益を確保
今後は上記施策を着実に実行し、収益性の改善に注力

13
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115.0%

６月 ９月 12月 ３月 ６月 ９月 12月 ３月 ６月 ９月 12月 ３月 ６月

◆月次売上高（連結）の推移（稼働日修正後 前期同月度対比）

連結連結

売上高は震災直後の落ち込みから着実に復調

2010年 2011年

月次売上高の推移

東日本大震災
の発生

2012年

アルファ
パーチェス
連結開始

※2011年１月は年末年始の暦の関係、５月については震災の影響により稼働日修正をしておりません。

ﾘｰﾏﾝ
ｼｮｯｸ

新型インフル
エンザの影響
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単体単体

震災の影響を受けた購入お客様数伸長率・
購入お客様単価伸長率ともに復調傾向

-15.0%

-10.0%

-5.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

６月 ８月 10月 12月 ２月 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月 ４月 ６月 ８月

購入お客様単価 伸長率（前期同月度対比）

購入お客様数 伸長率（前期同月度対比）

購入お客様数・単価伸長率の推移

2009年 2010年

※2010年３月より2011年2月まで前期実績から
ぽちっとアスクル分を除いております。

お客様数

お客様単価
大幅

値下げ

2011年

稼働日が
少ないこと

の影響
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品目別売上高

全てのカテゴリの成長性について、震災の影響を受けた11/５期第４四半期比で着実に回復

特にWeb専用商材が好調のオフィス家具と、震災後の需要の高いメディカル商材や工具等が
含まれるその他の回復は顕著

OA・PC用品は単価下落の影響が残るが、コピー用紙販売量シェアは着実に増加

単体単体

金額 前年同期比 金額 前年同期比 金額 前年同期比

（百万円） （％） （百万円） （％） （百万円） （％）

ＯＡ・ＰＣ用品 19,149 ＋0.0 18,841 △1.6 19,707 △3.6

事務用品 10,286 ＋2.4 10,456 ＋1.7 11,564 △2.0

オフィス生活用品 9,854 ＋7.5 10,235 ＋3.9 9,444 ＋2.2

オフィス家具 3,569 ＋10.0 3,824 ＋7.1 4,677 ＋2.0

その他 2,754 △11.0 2,896 ＋5.2 2,913 △3.2

合　計 45,613 ＋2.0 46,254 ＋1.4 48,306 △1.6

11/５期第１四半期 12/５期第１四半期 11/５期第４四半期
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設備投資 ほぼ期首計画通り 3.9億円
（年間計画 33億円）

仙台物流センター復旧 0.6億円
次世代Ｗｅｂ開発 0.4億円

（参考）減価・ソフトウエア償却費 ８億円 （年間計画 34億円）

特別利益 5.2億円
（年間計画 ０億円）

災害損失戻入益（８ページに詳細記載） 5.2億円

第１四半期の主なポイント

17

ⅠⅠ 現在のステージ現在のステージ

ⅡⅡ 第１四半期実績第１四半期実績

ⅢⅢ 各事業の状況各事業の状況

ⅣⅣ トピックストピックス
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お客様との関係を「均一」から「個」に進化

中堅企業中堅企業

大手企業大手企業

2008年４月オープン

2011年９月オープン予定

中小事業所中小事業所 2009年２月リニューアル

個個 人人

2011年７月オープン

2011年８月リニューアル

個個別業種別業種

お客様の属性に合わせたサイト構成

19

【既存事業】
Ⅰ. 商材の圧倒的な拡大
Ⅱ. 拡大した商材の販売力強化

【SOLOELエンタープライズ】
⇒超大企業に特化し、個々の購買最適化から企業の枠組みを
超えた横断的なソリューション提供による収益力強化

【SOLOEL ARENA】（アスクルアリーナ＋SOLOELスタンダード）

⇒確実なシステムリリースとアスクルアリーナのお客様の移管
およびテール商材の拡大

【アスマル】
⇒取扱い商材の選択と集中および物流構造改革の断行

【愛速客楽（上海）】
⇒コスト構造改革の継続とサービスレベルの向上およびサプラ
イヤとの連携強化による売上高拡大

短期重点施策 中期戦略に向かって
11/11/５５期第期第４４四半期開示四半期開示資料資料
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既存事業

21

お客様のニーズに応え新たな市場へ挑戦

事務用品事務用品 事務事務
用品用品

間接材すべて間接材すべて

オフィス用品全般オフィス用品全般

オフィスオフィス
用品用品

作業用品作業用品

理化学用品理化学用品

医療用品医療用品

商材の拡大
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事務用品事務用品 事務事務
用品用品

間接材すべて間接材すべて

オフィス用品全般オフィス用品全般

オフィスオフィス
用品用品

作業用品作業用品

理化学用品理化学用品

医療用品医療用品

2011年８月、Webショップの

取扱い商材数が10万ＳＫＵ超へ
～工場や建設現場、医療施設のプロ向け商品の品揃えが、続々拡大～

今後、毎月１万ＳＫＵを新規投入

商材の拡大

お客様のニーズに応え新たな市場へ挑戦

23

【これから】

あらゆる間接材
Ｗｅｂ専用

サプライヤ直送

【これから】

あらゆる間接材
Ｗｅｂ専用

サプライヤ直送

【これまで】

オフィス定番品
カタログ掲載

フル在庫

【これまで】

オフィス定番品
カタログ掲載

フル在庫

在庫負担・配送コストをかけず商材を拡大

企業活動の様々なシーンをサポート

商材の拡大戦略について

＋
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24
5/12 5/22 6/1 6/11 6/21 7/1 7/11 7/21 7/31 8/10 8/20 8/30 9/9

目

アルファパーチェス商材の単体売上推移

更なる商材投入により

売上拡大を目指す

現状５万ＳＫＵ⇒毎月１万追加

（月日）

25

認知度向上による

売上高拡大を目指す

OA・PC用品
4１％

事務用品
23％

その他
６％

オフィス生活用品
20％

オフィス家具
８％

売上高
1,891億円

※2011年５月期単体実績

アスクルは文具販
売のイメージだけど

こんなにいろいろな
ものが買えるとは

知らなかった。。

オフィス用品を売ってい
ることは知っていたが、
メディカル商品・工具・理
化学品も買えると思って
いなかった。。

あらゆる活動方針に認
知度向上策を落とし込
み全社ベクトルを統合

広告・ＳＮＳ・メール・請
求書裏面・段ボール・・・
あらゆる媒体を活用

取扱商材の認知度向上施策
11/11/５５期第期第４４四半期開示四半期開示資料資料
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26

認知度向上施策 第一弾～交通広告～

JR東日本
・山手線・京浜東北線・京葉線
・中央線快速

東京メトロ
・千代田線・半蔵門線・東西線
・有楽町線・丸の内線

トレインチャンネル（９/26～）

• キャンペーンサイト経由でアスクルインターネットショップへの
お客様の流入拡大を企図

• Ｗｅｂ専用商材の認知度向上により購入率の向上をめざす

27

お客様が定番として求める品揃えを実現し
今年９月21日にシステムリリース

間接材一括購買サービス（中堅・大企業向け汎用モデル）間接材一括購買サービス（中堅・大企業向け汎用モデル）

既存事業との融合により、商流・金流を担うモデルへ進化
アスクルエージェント機能（営業・債権回収）をフル活用

SOLOEL ARENA システムリリース
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28

現在 ３年後

アスクル在庫商材５万

100万

【SOLOEL ARENA】

IT、文具、生活用品など 100万SKU～200万

【SOLOEL ARENA】

書籍、ｿﾌﾄｳｴｱ、印刷、サービス材など

【SOLOEL ARENA】

試薬、許認可品など

【SOLOEL ARENA】

理化学品、機械工具、安全衛生用品など 100万SKU～

アスクルWeb商材

アルファパーチェス商材

10万

SKU数

ＭＲＯ
安全/衛生/静電用品
工具
塗料
研磨剤
溶接資材
製造用消耗品
産業ガス
ユニフォーム
クリーンルーム用品

マーケティング

販促ツール
ノベルティ
店舗什器

ポリ袋
プラスチック梱包材
緩衝材
梱包用段ボール箱
ラミネート&フィルム
包装紙/外装袋
梱包用テープ

研究資材
工業用化学薬品
研究材料
試薬
燃料/潤滑剤
研究室消耗品

理化学
実験器具
理化学機器
計測器
検査機器

パッケージ

生産設備
検査設備
技術設備
加工設備
金型
プレス
設備保守

事務消耗品

文房具
事務用品
用紙類
トナー・インク

生活雑貨
オフィス用品

事務備品

オフィス家具/什器

事務所備品
医薬品
事務機器全般
家電製品

図書

書籍
雑誌

特殊刊行物

総務

贈答品
事務制服

花卉（生花）
新聞

ラップトップPC
デスクトップPC
PC周辺機器
コピー機/複合機
プリンター
サーバ （管理・レンタル）
パッケージソフト

印刷物

印章/スタンプ

帳票・封筒
名刺
その他印刷物

ＩＴ

ＭＲＯ
安全/衛生/静電用品
工具
塗料
研磨剤
溶接資材
製造用消耗品
産業ガス
ユニフォーム
クリーンルーム用品

マーケティング

販促ツール
ノベルティ
店舗什器

ポリ袋
プラスチック梱包材
緩衝材
梱包用段ボール箱
ラミネート&フィルム
包装紙/外装袋
梱包用テープ

研究資材
工業用化学薬品
研究材料
試薬
燃料/潤滑剤
研究室消耗品

理化学
実験器具
理化学機器
計測器
検査機器

パッケージ

生産設備
検査設備
技術設備
加工設備
金型
プレス
設備保守

ＭＲＯ
安全/衛生/静電用品
工具
塗料
研磨剤
溶接資材
製造用消耗品
産業ガス
ユニフォーム
クリーンルーム用品

マーケティング

販促ツール
ノベルティ
店舗什器

ポリ袋
プラスチック梱包材
緩衝材
梱包用段ボール箱
ラミネート&フィルム
包装紙/外装袋
梱包用テープ

研究資材
工業用化学薬品
研究材料
試薬
燃料/潤滑剤
研究室消耗品

理化学
実験器具
理化学機器
計測器
検査機器

パッケージ

生産設備
検査設備
技術設備
加工設備
金型
プレス
設備保守

事務消耗品

文房具
事務用品
用紙類
トナー・インク

生活雑貨
オフィス用品

事務備品

オフィス家具/什器

事務所備品
医薬品
事務機器全般
家電製品

図書

書籍
雑誌

特殊刊行物

総務

贈答品
事務制服

花卉（生花）
新聞

ラップトップPC
デスクトップPC
PC周辺機器
コピー機/複合機
プリンター
サーバ （管理・レンタル）
パッケージソフト

印刷物

印章/スタンプ

帳票・封筒
名刺
その他印刷物

ＩＴ事務消耗品

文房具
事務用品
用紙類
トナー・インク

生活雑貨
オフィス用品

事務備品

オフィス家具/什器

事務所備品
医薬品
事務機器全般
家電製品

図書

書籍
雑誌

特殊刊行物

総務

贈答品
事務制服

花卉（生花）
新聞

ラップトップPC
デスクトップPC
PC周辺機器
コピー機/複合機
プリンター
サーバ （管理・レンタル）
パッケージソフト

印刷物

印章/スタンプ

帳票・封筒
名刺
その他印刷物

ＩＴ

SOLOEL ARENAのお客様に対して
カテゴリー毎にテール商材まで提供

11/11/５５期第期第４４四半期開示四半期開示資料資料

SOLOEL ARENA 商材の拡大

29

201192

128

103
83

57

27
12

161

0

50

100

150

200

04/５月 05/５月 06/５月 07/５月 08/５月 09/５月 10/５月 11/５月 11/8月

アスクルアリーナ累計ご登録企業数の推移（四捨五入）（100社）

SOLOEL
ARENA

中堅企業中堅企業

大手企業大手企業

中小事業所中小事業所

SOLOEL
エンタープライズ

ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

ｼｮｯﾌﾟｼｮｯﾌﾟ

アスマルアスマル個個 人人

ｱｽｸﾙｱﾘｰﾅｱｽｸﾙｱﾘｰﾅ

SOLOEL ARENAのお客様基盤

SOLOEL ARENAのお客様基盤となる
アスクルアリーナのご利用は計画を上回る進捗

0

100

200

300

400

500

04/５期 05/５期 06/５期 07/５期 08/５期 09/５期 10/５期 11/５期 12/５期

アスクルアリーナ等売上金額の推移

アスクルアリーナ累計ご登録企業数の推移（四捨五入）

（億円）

（100社）

12/５期
目標

517億円

42

85

149
224

297

345 387

105億円
（11/５期１Q実績）

120億円
（12/５期１Q実績）

前年同期比 +14.1％

451

２万社
突破
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30

新規事業

SOLOELエンタープライズ

アスマル

愛速客楽（上海）

31

新規３事業の営業損益の改善

-28

-24

-20

-16

-12

-8

-4

0
１Ｑ累計 ２Ｑ累計 ３Ｑ累計 ４Ｑ累計

11/５期実績

12/５期予算

12/５期実績

中期的な収益拡大にむけ、ほぼ計画通りに進捗

億円
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32

SOLOELエンタープライズ

33

12/５期は超大企業２社の導入見込み
13/５期の黒字化へ向け前進

製薬大手 社会最適
プラットフォーム

住宅メーカー

大手

食品大手

製造大手

オムロン

アサヒグループ
ホールディングス

紀文食品

ジェイアール
東日本商事

ワールド

資生堂

運輸大手

飲料大手

製造大手

ソニー

８企業グループ
163社

* ソニーグループ様は購買業務のみSOLOELが代行

**ワールド様は購買業務のみSOLOELが代行

間接材一括購買サービス（超大企業向けオーダーメイド）間接材一括購買サービス（超大企業向けオーダーメイド）

三越伊勢丹
ビルマネジメント

SOLOELエンタープライズ
11/11/５５期第期第４４四半期開示四半期開示資料資料改訂改訂
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34

アスマル

35

アスマル 収益構造改革の成果

固定費固定費の半減の半減

・体制の大幅な見直し

物流費の効率化物流費の効率化

・専用物流センターの設置

売上総利益売上総利益の改善の改善

・商材の選択・集中と直取引拡大

筋肉質な事業構造への転換に一定の成果
今後は魅力あるBtoCビジネス確立に注力

20112011年７月度に年７月度に
固定費半減を達成固定費半減を達成

20112011年年９９月度に月度に
限界利益黒字化の見込限界利益黒字化の見込

※2011年３月度との比較において
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36

アスマル ８月22日リニューアルオープン

37

愛速客楽（上海）
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38

ヤマト運輸グループとの取り組み
庫内業務・配送業務ともにヤマト運輸グループに集約しコスト削減

７月から当日配送エリア拡大および半日配送サービスをスタート

愛速客楽（上海） アライアンスの強化

別途、お客様基盤拡大や仕入原価低減を
目的とした複数のアライアンスを検討中

【配送サービス強化の概要】
11時迄のご注文

⇒当日18時迄にお届け
●上海市内３区から10区へサービスエリア拡大

17時半迄のご注文
⇒翌日12時迄にお届け

●上記10区を対象に新サービスとして提供開始
※メーカー直送品、非在庫品など一部の商品は除く

上海市内中心に近いエリアに
物流倉庫を移転（６月）

39

ⅠⅠ 現在のステージ現在のステージ

ⅡⅡ 第１四半期実績第１四半期実績

ⅢⅢ 各事業の状況各事業の状況

ⅣⅣ トピックストピックス
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40

新カタログ発刊～コンセプト～

「アスクルカタログ 2011 秋・冬号」
2011年８月発刊

環境

競争力

独自性

41

新カタログ発刊～競争力～

オフィス定番商品の価格優位性は堅持
競争力
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42

新カタログ発刊～独自性～

独自性
商品デザインが支援につながる仕組み

43

新カタログ発刊～環境～

環境
ＰＰＣ販売量No.１の責任が大きな成果へ
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44

付 録

45

② オリジナル商品

13.4％△0.1ﾎﾟｲﾝﾄ13.3％売 上 高 構 成 比

64.4％
＋29.9ポイント

（＋11.7ポイント）

94.3％
（76.1％）

グ リ ー ン 商 品 比 率
※ Ｓ Ｋ Ｕ ベ ー ス

3,421△773,344オ リ ジ ナ ル 商 品 数

11/５期 ８月度前期差12/５期 ８月度

（単位：SKU）

（注１） 各期８月度の単月実績を記載しております。
（注２） グリーン商品比率は、ナショナルブランドのアスクル限定販売商品を除いて算出しております。

また、2011年第２四半期より、グリーンマーク以外の環境視点での対応商品も含む新基準を採用しており、
2012年第１四半期については、参考のため、括弧内に旧基準でのグリーン比率を併せて記載しております。

（注３） 売上高構成比率算出に用いるオリジナル商品売上高（分子）には、オリジナル・コピーペーパーは
含まれておりません。

（注４） 各数値には、メディカル＆ケアカタログ、メディカルプロカタログを含みます。

① インターネット売上高比率

40.7％△5.9％ポイント32.7％上 記 以 外

61.4％＋5.9％ポイント67.3％インターネット経由

11/５期
第１四半期

前期差
12/５期

第１四半期

（注１） 売上高比率は、受注ベースで記載しております。
（注２） 各期年間の単体実績を記載しております。

《付録》
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46

△59.2%

△0.4%

489199ソフトウエア仮勘定（注2）

88建 設 仮 勘 定 （ 注 2 ）

（単位：百万円）

（参 考）

△37.5％

＋197.4％

△9.9％

前期比

11/５期 第１四半期12/５期 第１四半期
科目名

385240無 形 固 定 資 産

51152有 形 固 定 資 産

437393【 設 備 投 資 額 】

金 額金 額

③設備投資

（注１）設備投資額は発生ベース額にて記載しております、減少分は反映しておりません。
（注２）建設仮勘定およびソフトウエア仮勘定は一部消費税等を含んでおります。
（注３）2012年５月期第１四半期における主な設備投資は以下の通りであります。

仙台物流センター復旧 0.6億円
次世代Ｗｅｂ開発 0.4億円

《付録》


